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1

仏
生
会
講
式
を
出
発
点
と
し
て
ー

渡

邉

里

志

一

釈
迦
が
入
滅
す
る
場
面
を
中
心
に
し
て
入
滅
前
後
に
起

こ
っ
た
事
跡
を
周
囲
に

　エ
　

描
い
た
浬
藥
変
相
図
は
、
明
恵
上
人

が
編
纂
し
た

『
四
座
講
式
』
の
う
ち
の

『
浬

葉
講
式
』

の
本
文

に
良
く

一
致
す
る

こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
浬
葉
変
相
図
と

『浬
葉
講
式
』

は
、
と
も
に
浬
藥
会

(常
楽
会
)

で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の

使
用
さ
れ
る
場
が
共
通
し
て
お
り
、

ま
た
内
容
の

一
致
す
る
部
分
に
お
い
て
も
、

と
も
に
唐

.
若
那
践
陀
羅
訳

『大
般
浬
葉
経
後
分
』
や
薫
斉

・
曇
景
訳

『
摩
詞
摩

耶
経
』
と
い

っ
た
漢
訳
経
典
が
主
な
出
典
と
な

っ
て
お
り
、
共
通
す
る
典
拠
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
浬
藥
変
相
図
は
、
『大
般
浬
葉
経
後
分
』
『摩
詞
摩
耶
経
』
あ
る

い
は

『
浬
藥
講
式
』
を
典
拠
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
ら
は
浬
築

会

(常
楽
会
)
と
い
う
法
会
を
通
し

て
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
た
と
言
え
る
。

　コ
　

と
こ
ろ
で
、
講
式
と
は

「講
」

の

「式
」

で
あ
り
、
「
講
」

の
式
次
第
と
さ
れ

る
。
「
講
」
と
は
、
本
来
は
経
典
や
論

疏
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
た
め
の

法
会

で
あ
る
が
、
こ
の
法
会

に
参
加
す
る
も
の
た
ち
は
同
じ
信
仰
内
容
を
も

っ
て

い
る
の
で
、
や
が
て
同
じ
信
仰
を
持

つ
集
団
も
講
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仏

・

菩
薩

.
高
僧
な
ど
を
賛
嘆
す
る
儀
式

と
な

っ
た
。

こ
の
儀
式
に
お
い
て
は
、
信
仰

の
礼
拝
対
象
と
な
る
尊
像
を
描
い
た
画
像
、
あ
る
い
は
彫
像
な
ど
を
本
尊
と
し
、

こ
の
本
尊
を
前

に
し
て
声
明
を
唱
え
式
文
を
読
み
劇
的
作
法
を
実
演
す
る
も
の
で

あ
る
。
全
体
と
し
て
総
合
的
な
仏
教
芸
術
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
講
式

の
編
纂

に
あ
た

っ
て
は
、
漢
訳
経
典
や
論
疏
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
本
尊
と
な
る

仏
像
や
仏
画
の
典
拠
と
も
共
通
し
て
い
る
の
で
、
本
尊
の
表
現
と
講
式

の
本
文
と

は
必
然
的

に
内
容
が

一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。

現
在

こ
う
し
た
講
式
と
し
て
は
、
仏

・
菩
薩

・
明
王

・
天
と
い
っ
た
仏
教
尊
像

の
み
な
ら
ず
、
祖
師
、
神
祇
、
経
典
な
ど
を
も
礼
拝
対
象
と
し
た
も
の
が
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
本
尊
は
、
多
く
は
絵
画
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
彫
刻
の
場
合

も
あ
る
。
本
尊
と
講
式
と
の
関
係
も

一
様

で
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
仏
教
絵
画
と
講
式
と
の
関
係
を
積
極
的

に
取
り
あ
げ
た
考
察
と
し
て
、
梶
谷
亮

　ヨ
　

治
氏
、
谷
口
耕
生
氏
ら
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
小
論
で
は
、
試
み
に
明
恵
に

　
さ

よ
る

『仏
生
会
講
式
』
を
出
発
点
と
し
て
、
貞
慶

に
よ
る

『
欣
求
霊
山
講
式
』
な

ど
他
の
講
式
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
仏
伝
図
と
の
関
係
を
考
察
し
、
さ
ら
に
仏
伝

浬
葉
図
の
成
立
に
も
言
及
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二

　う
　

 は
じ
め
に
明
恵
の

『仏
生
会
講
式
』
を
取
り
あ
げ
た
い
。
『
仏
生
会
講
式
』
は
、

明
恵
が
、
仏
生
会
で
用
い
る
た
あ
に
元
仁
二
年

(
一
二
二
五
)
四
月
七
日
に
草
し

た
講
式

で
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
よ
る
と
、

沙
門
高
弁
従
幼
年
昔
修
浬
葉
会
。
侃
不
弁
其
年
数
、
遂
成
大
会
、
貴
賎
群
集
。
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於
仏
生
会
者
、
以
式
講
、
自
今
年
始
修
之
。
循
為
明
日
所
修
、
率
爾
草
之
。

干
時
元
仁
二
年
乙
酉
四
月
七
日
未
刻
於
榜
伽
山
羅
婆
坊
記
之
。

　だ
　

と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
浬
葉
会
に
群
衆
が
集
ま
る
大
き
な
法
会

に
な

っ

た
の
で
、
今
年
か
ら
は
講
式
を
作

っ
て
仏
生
会
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
こ

と

で
あ
る
。
榜
伽
山
は
栂
尾
に
あ
る
明
恵
が
名
付
け
た
山
で
、
羅
婆
坊
は
そ
の
山

の
下
方

に
あ

っ
た
庵
室

で
あ
る
。
こ
の
事
跡
は
、
ま
た
明
恵
の
伝
記

で
あ
る

『
高

　
ア
　

山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
(仮
名
行
状
)

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

然

二
浬
葉
会

ハ
、
数
年
ヲ
ッ
ム
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
仏
生
会

ハ
コ
レ
ヲ
オ

コ
ナ
ワ

ス
、
経

二
欲
令
衆
生
歓
喜
故
出
現
於
世
、
欲
令
衆
生
憂
悲
感
募
故
示
現
浬
藥

ト
説
力
故

二
如
来
誕
生

ノ
日
ハ
衆
生
歓
喜
ノ
縁
ヲ
示

ス
ニ
、
心
ヲ
快
ク
シ
テ
、

必
シ
テ
コ
レ
ヲ
好
ミ
ヲ
コ
ナ
ハ
ム
ト
セ
サ
リ
キ
、
然
ト
云
テ
黙
シ
テ
ヤ
ム
ヘ

キ

ニ
ア
ラ
サ
ル
ニ
ヨ
テ
、
上
人
自

ラ
仏
生
会

ノ
式

一
巻

ヲ
撰
シ
テ
元
仁
二
年

ノ
四
月
八
日
ヨ
リ

コ
レ
ヲ
行
ヒ
始

ム

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る

「経

二
欲
令
衆
生
歓
喜
故
出
現
於
世
、
欲
令
衆
生
憂

悲
感
募
故
示
現
浬
葉
」
と
い
う
文
章

は
、
『
仏
生
会
講
式
』

の
表
白
文

に
も
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

華
厳
経
文
云
、
欲
令
衆
生
歓
喜
故
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
憂
悲
感
慕
故
示
現

浬
葉
云
云
。
其
歓
喜
之
縁
者
四
月
八
日
誕
生
也
。
其
憂
悲
之
縁
者
二
月
十
五

日
入
滅
也
。

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う

『
華
厳
経
』
と
は
東
晋

・
仏
陀
載
陀
羅
訳

『大
方
広
仏
華
厳
経
』
(六
〇
巻
本
)

で
あ
り
、
巻
三
六

に
あ
る

「
如
來
欲
令
衆
生

歓
喜
故
。
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
憂
悲
感
慕
故
。
示
現
浬
葉
。
其
實
如
來
無
有
出

　　
　

世
。
亦
無
浬
薬
。
何
以
故
。
如
來
常
住
如
法
界
故
。
爲
化
衆
生
示
現
浬
葉
。」
と

い
う
文
章
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
如
来
は
衆
生
を
歓
喜
さ
せ
る
た
め
に
世
に
出
現

し
、
衆
生
を
憂
悲
感
慕
さ
せ
る
た
め

に
浬
藥
を
示
現
し
た
の
で
あ
る
。
如
来
に
は

出
世
も
浬
葉
も
無
く
、
如
来
は
法
界

の
ご
と
く
常
住

で
あ
り
、
衆
生
を
化
す
為
に

浬
葉
を
示
現
し
た
の
だ
と
説
か
れ
て
い
る
。
明
恵
は
、
経
文

に
歓
喜

の
縁
と
し
て

の
誕
生
と
憂
悲

の
縁
と
し
て
の
入
滅

が
説
か
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
浬
葉
会

仏
伝
図
と
講
式

の
み
行

っ
て
い
て
仏
生
会
を
行

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
気
づ
い
て
、
自
ら
講
式

を
撰
し
て
仏
生
会
を
始
め
た
と
し
て
い
る
。

明
恵
は
、
す
で
に
建
保
三
年

(
一
二

一
五
)
栂
尾
高
山
寺

に
お
い
て

『
四
座
講

式
』
を
作

っ
て
浬
葉
会
を
行

っ
て
お
り
、
恒
例
行
事
と
な

っ
て
い
た
。
次
第
に
群

衆
が
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
て
問
題
が
起
き
た
の
で
、
寛
喜
二
年

(
一
二
一二
〇
)
よ

り

『
浬
葉
講
式
』

の
み
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
『仏
生
会
講
式
』
は
、
高
山
寺
の

浬
葉
会
に
群
衆
が
押
し
か
け
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
作
ら
れ
て
お
り
、
仏
生
会
を

行
う
こ
と
に
よ
り
群
衆
が
分
散
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、

浬
葉
会
と
仏
生
会
が
本
来

一
対
の
法
会
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
考
え
が
背
景

に
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
仏
生
会
に
は
じ
ま
り
浬
葉
会
で
完
結
し
こ
れ

を
繰
り
返
す
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
意
識
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら

『仏
生
会
講
式
』
に
お
け
る
仏
伝

の
記
事
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
『
仏
生
会
講
式
』
の
式
文
は
五
段
式

で
あ
る
。
ま
ず
、
式
文
第

一

「挙
降

神
誕
生
瑞
相
」
は
、
釈
迦
の
誕
生
を
中
心
と
し
た
内
容
で
あ
る
。
以
下
、
仏
伝
の

事
跡
を

〈

〉
に
示
し
つ
つ
本
文
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

〈兜
率
天
説
法
〉

菩
薩
在
兜
率
天
、
満
足
定
寿
四
千
歳
。

〈托
胎
〉
以
四
月
八
日
暁
、
明
星
出
時
、
化
乗
白
象
、
従
摩
耶
右
脇
入
。

〈住
胎
〉
住
母
胎
間
、
説
法
利
生
、
更
無
障
碍
。
農
朝
為
色
界
諸
天
説
法
、
日
中
為
欲

界
諸
天
説
法
、
哺
時
為
諸
鬼
神
衆
説
法
、
於
夜
三
時
中
説
法
利
生
、
亦
復
如

是
。

〈右
脇
誕
生
〉

遂
則
以
四
月
八
日
日
初
出
時
、
於
藍
毘
尼
薗
無
憂
樹
下
、
従
夫
人
右
脇
生
。

〈七
歩

・
獅
子
吼
〉

自
挙
右
手
、
於
十
方
行
七
歩
、
大
師
吼
唱
言
、
天
上
天
下
唯
我
独
尊
云
云
。

〈二
龍
灌
水
〉
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仏
伝
図
と
講
式

面
貌
恰
悦
、
梵
音
哀
雅
、
宝
華
承
足
、
四
王
接
身
、
帝
釈
執
蓋
、
梵
王
持
梯
。

二
龍
吐
霊
水
、
温
涼
分
味
。
八
部
満
虚
空
、
伎
楽
列
音
。
當
此
時
生
死
海
中

立
解
脱
之
橋
梁
、
煩
悩
病
之
床
雨
般
若
之
良
薬
。
歓
喜
悦
豫
、
可
唱
伽
陀
、

行
礼
拝
。

と
な
る
。
こ
こ
に
は
、
釈
迦
の
兜
率
天
説
法
か
ら
、
托
胎

・
住
胎

・
誕
生

・
七
歩

・

獅
子
吼

・
灌
水
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
住
胎
と
灌
水
が
詳
し
く
説
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
特
色
で
あ
ろ
う
。

式
文
第
二

「挙
出
家
成
道
儀
式
」

に
は
、
さ
ら
に
釈
迦
の
幼
少
期
か
ら
初
説
法

ま
で
の
事
跡
が
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

〈遊
楽
〉
太
子
在
王
宮
、
深
厭
欲
楽
、
専
欣
修
道
。

〈出
家
喩
城
〉

生
年
十
九
出
家
。
時
至
以
二
月
八
日
夜
半
、
不
重
金
輪
宝
位
、
軽
棄
六
万
采

女
令
車
匿
騎
腱
陽
、
至
仙
人
苦
行
林
中
。

〈山
中
別
離

・
帰
還
〉

即
下
馬
撫
背
而
語
日
、
我
出
奨

籠
、
去
羅
鎖
。
是
汝
之
力
也
。
又
語
車
匿
日
、

随
有
勢
之
人
、
世
間
之
常
習
也
。
我
今
出
王
宮
。
汝

一
人
随
我
、
尤
為
難
有
。

汝
可
与
腱
陽
倶
還
王
宮
。
車
匿

聞
此
語
、
挙
音
悲
契
。
健
防
屈
膝
、
舐
太
子

御
足
、
流
涙
如
雨
。
車
匿
白
言
、
太
子
久
長
深
宮
、
所
従
如
両
。
何
単
己
、

独
棲
山
林
。
太
子
答
日
、
生
死
習
、
独
生
独
死
。
何
必
有
伴
。
我
若
断
結
使
、

以
衆
生
為
伴
侶
。
車
匿
抑
涙
、
牽
馬
而
還
。

〈降
魔
〉
其
後
捨
三
仙
邪
道
、
守

一
実
正
法
。
生
年
満
三
十
、
以
二
月
八
夜
暁
、
降
伏

四
魔
、

〈成
道
〉
成
等
正
覚
。

〈梵
天
勧
請

・
初
説
法
〉

受
梵
釈
請
、
初
転
法
輪
。
世
界
漉
甘
露
法
雨
、
衆
生
潤
枯
輻
心
稼
。
歓
喜
踊

躍
、
可
唱
伽
陀
、
行
礼
舞
。

と
な
る
。
こ
こ
に
は
、
遊
楽

・
出
家
喩
城

・
山
中
別
離

・
帰
還

・
降
魔

・
成
道

・

初
説
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
出
家
し
た
あ
と
車
匿

・
健
防
が
釈
迦
と
別
離
す
る
情

景
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。

式
文
第
三

「
誕
生
出
家
遺
跡
」
に
は
、
釈
迦
の
誕
生
か
ら
出
家
ま
で
の
事
跡
が

起

こ
っ
た
場
所
を
遺
跡
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

〈霊
鷲
山

・
菩
提
樹
下
正
覚
之
宝
座
〉

霊
鷲
山
上
有
説
法
華
之
聖
跡
、
菩
提
樹
下
有
成
正
覚
之
宝
座
。

〈迦
毘
羅
城
争
芸
所
の
泉
〉

如
来
昔
為
太
子
時
、
於
迦
毘
羅
城
、
与
諸
釈
争
芸
、
射
鉄
鼓
。
其
箭
穿
鼓
、

入
地
、
其
跡
涌
清
流
。
有
諸
病
人
、
飲
浴
多
愈
。
土
俗
名
之
箭
泉
。

〈藍
毘
尼
薗
誕
生
処
〉

其
東
北
行
八
九
十
里
、
至
藍
毘
尼
薗
。
有
釈
種
浴
池
。
澄
清
絞
鏡
、
雑
花
彌

満
。
其
北
二
十
四
五
歩
有
無
憂
花
樹
。
今
已
枯
挨
埣
。
菩
薩
誕
生
処
也
。

〈同
灌
水
処
〉

次
東
有
率
都
婆
、
二
龍
浴
太
子
所
也
。
乃
至
帝
釈
接
太
子
、
四
王
抱
太
子
、

二
龍
濯
出
地
、
摩
耶
沐
浴
河
、
隣
次
在
之
。

〈藍
摩
国
別
離
処
〉

又
藍
摩
国
沙
彌
伽
藍
東
、
大
林
中
、
行
百
余
里
、
有
大
率
都
婆
。
是
太
子
夜

半
喩
城
、
遅
明
至
此
。
解
宝
衣
、
去
理
路
、
令
車
匿
還
王
宮
処
也
。

と
な
る
。
単
な
る
釈
迦

の
伝
説
を
述

べ
る
だ
け
で
な
く
、
玄
　
の
旅
行
記
で
あ
る

『
大
唐
西
域
記
』
を
出
典
と
し
て
、
釈
迦
が
活
動
し
て
い
た
場
所
を
遺
跡
と
し
て

詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
仏
伝
を
遺
跡
と
し
て
捉
え
て
い
く
考
え
は
、
巡
礼
の
思

想
と
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
明
恵
が
作

っ
た

『
遺
跡
講
式
』
に
典
型
的
に

見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
遺
跡
を
重
視
す
る
考
え
方
は
、
貞
慶
の

『欣

求
霊
山
講
式
』
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
当
時
の

一
つ
の
仏
伝

の
と
ら
え
方

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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三

　
り
　

こ
こ
で
、
貞
慶

の

『
欣
求
霊
山
講
式
』
を
取
り
あ
げ
た
い
。
『欣
求
霊
山
講
式
』

は
、
貞
慶
が
建
久
七
年

(
=

九
六
)
秋
月
中
旬
に
作

っ
た
講
式

で
あ
る
。
す
な

わ
ち
奥
書
に
、

建
久
七
年
秋
月
中
旬
比
、
於
笠
置
山
般
若
台
篭
室
草
之
。
依
同
法
等
勧
也
。

事
非
常
途
錐
悼
転
殿
、
若
有
同
志
之
人
者
、
願
會
霊
山
　
。

　む

 と
あ
り
、
笠
置
寺
の
般
若
台
の
庵
室

で
草
さ
れ
た
講
式

で
あ
る
。
般
若
台
は
、
貞

慶
が
建
久
六
年

(
=

九
五
)
に
創
建
し
た
も
の
で
、
六
角
経
台
を
置
き
、
『
大

般
若
経
』
(唐

・
玄
　
訳

『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』、
以
下
同
じ
)
六
〇
〇
巻
及
び
、

釈
迦

・
文
殊

・
弥
勒
像
と
仏
舎
利
を
安
置
し
た
。
貞
慶
は
、
建
久
三
年

(
=

九

二
)

に
興
福
寺
を
出

て
隠
遁
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
翌
年
に
笠
置
寺
に
移
り
般
若

台
を
創
建
し
た
。
こ
の
講
式
は
般
若
台
創
建
の
直
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
の

般
若
台
に
お
い
て
霊
山
会
を
行
う
際

に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
講
式
は
七
段
式

で
あ
る
。
仏
伝
と
関
わ
り
の
あ
る
記
述
は
次

の
通
り
で
あ

る
。
ま
ず
式
文
第

一
「
述
釈
尊
化
縁
」
に
、

梵
網
経
云
、
下
生
南
閻
浮
提
迦
夷
羅
涛
国
。
母
名
摩
耶
、
父
字
白
浄
。
吾
名

悉
達
。
七
歳
出
家
、
三
十
成
道
。

と
い
う
引
用
が
あ
る
。
『梵
網
経
』

(挑
秦

・
鳩
摩
羅
什
訳

『梵
網
経
』
)
の
文
章

を
挙
げ
て
、
釈
迦
が
母
摩
耶
夫
人
と
父
白
浄
王
の
も
と
に
生
ま
れ
、
七
歳

で
出
家

し
三
〇
歳
で
成
道
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
依
法
花
経
、
五
百
塵
点
久
遠
劫
間
、
我
常
在
此
娑
婆
世
界
、
説
法
子
教
化
。

1
中
略
1
、
夫
釈
迦
如
来
者
、
本
是
娑
婆
世
界
流
転
凡
夫
也
。
昔
於
釈
迦
牟

尼
佛
所
、
初
発
菩
提
心
。
逢
宝
臓
如
来
、
重
建
五
百
大
願
以
来
、
僧
砥
苦
行

之
間
、
久
住
此
界
。
界
満
成
道
之
時
、
還
出
本
土
。
智
証
如
来
十
六
王
子
、

十
方
世
界
各
唱
正
覚
。
第
十
六
我
釈
迦
牟
尼
仏
、
於
娑
婆
国
土
、
成
阿
縛
菩

仏
伝
図
と
講
式

提

と
記
述
さ
れ
、
『法
華
経
』
(挑
秦

・
鳩
摩
羅
什
訳

『
妙
法
蓮
華
経
』
、
以
下
同
じ
)

や

『悲
華
経
』
(北
涼

・
曇
無
識
訳

『悲
華
経
』
)
の
説
を
挙
げ

て
、
釈
迦
が
娑
婆

世
界

で
成
仏
し
説
法
教
化
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
釈
迦
は
娑
婆
世
界
を
流
転

し
て
教
化
し
て
お
り
、
常

に
霊
鷲
山
に
い
る
の
で
、
霊
山
浄
土
を
求
め
る
べ
き
で

あ
る
と
す
る
。

次
に
式
文
第
二

「
述
浄
土
相
属
」
に
お
い
て
、

仏
於
鷲
峰
山
、
説
大
般
若
経
之
時
、
其
土
忽
変
為
瑠
璃
地
、
八
功
徳
水
、
七

宝
階
陛
。
花
菓
草
木
、
威
説
法
輪
。
唯
有
菩
薩
自
十
方
来
。
衆
宝
蓮
花
、
如

車
輪
量
。
即
見
此
如
来
処
大
衆
会
、
為
菩
薩
衆
、
説
其
深
法
。

と
述
べ
、
釈
迦
が
霊
鷲
山
で

『
大
般
若
経
』
を
説
い
た
と
き
に
、
極
楽
浄
土
の
ご

と
く
変
じ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
は

一
時
的
な
化
現
で
は
な
く
、
常
に
霊
鷲
山

は
浄
土
で
あ
る
と
す
る
。
式
文
第
三

「述
練
若
功
能
」
、
式
文
第
四

「
述
勝
地
霊

相
」
に
お
い
て
、
霊
鷲
山
は
修
行
に
も
優
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
式

文
第
五

「述
在
世
遺
跡
」
に
お
い
て
、
霊
鷲
山
に
あ
る
遺
跡
を

『大
唐
西
域
記
』

を
出
典
と
し
て
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
、

大
唐
西
域
記
云
、
法
王
御
世
、
垂
五
十
年
、
多
居
此
山
、
広
説
妙
法
。
其
山

頂
、
則
東
西
長
、
南
北
狭
。
臨
崖
西
睡
有
甑
精
舎
。
高
広
奇
製
、
東
關
其
戸
。

如
来
在
昔
多
居
説
法
、
今
作
説
法
之
像
。
量
等
如
来
之
身
。

と
述
べ
、
霊
鷲
山
の
山
頂

の
崖

の
西
に
煉
瓦
の
精
舎
が
あ
り
、
釈
迦
と
等
身
大

の

説
法
像
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

其
南
崖
下
有
塞
堵
婆
。
如
来
於
此
、
説
法
花
経
之
処
。

と
述

べ
、
精
舎
の
南

の
崖
下
に
翠
堵
婆
が
あ

っ
て
、
『法
華
経
』
を
説
い
た
場
所

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

東
北
石
澗
中
有
大
盤
石
。
是
如
来
晒
袈
裟
之
処
。
衣
文
明
徹
咬
如
彫
刻
文
。

自
余
聖
跡
然
、
可
観
焉
。

と
述
べ
、
精
舎
の
東
北
の
石
の
谷
間
に
大
き
な
石
が
あ
り
、
釈
迦
が
袈
裟
を
晒
し

て
乾
か
し
た
石
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
衣
の
文
様
は
明
瞭
で
彫
刻
し
た
様

で
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仏
伝
図
と
講
式

あ
る
と
述

べ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
石
に
は
袈
裟
の
形
に
彫
刻
が
施
し
て
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
れ
　

ま
た
、
善
無
畏
の
伝
記
に
お
け
る
霊
鷲
山
の
事
跡
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

善
無
畏
三
蔵
、
昔
結
夏
於
霊
鷲
之
時
、
猛
獣
前
導
深
入
山
穴
。
穴
明
如
昼
。

見
牟
尼
尊
像
左
右
侍
者
如
生
焉
。
緯
之
奇
異
、
相
似
彼
龍
窟
仏
影
欺
。
我
等

何
日
親
見
如
此
事
。
彼
退
凡
下
乗
之
路
、
思
四
衆
来
会
之
昔
儀
。

と
述

べ
、
善
無
畏
が
か

つ
て
霊
鷲
山

に
滞
在
し
た
と
き
猛
獣
に
導
か
れ
て
山
の
洞

穴
に
は
い
る
と
昼
間
の
よ
う
に
明
る
く
、
左
右

に
侍
者
を
伴

っ
た
釈
迦
の
姿
を
見

た
と
い
う
。

こ
の
事
跡
は
、
「
龍
窟
仏
影
」
と
似
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
「龍
窟
仏

　
だ
　

影
」
は
、
東
晋

・
仏
陀
祓
陀
羅
訳

『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
七
に
説
か
れ
る
も
の
で
、

釈
迦
が
毒
龍
を
降
伏
さ
せ
、
龍
王
の
た
め
に
洞
窟
中
に
仏
影
を
留
め
た
と
い
う
事

跡
で
あ
る
。
「退
凡

・
下
乗
」
と
い
う
語
句
も
、
『大
唐
西
域
記
』
に
あ
る
も
の
で
、

霊
鷲
山

に
登
山
す
る
道
の
途
中
に
あ

っ
た
卒
塔
婆
の
名
称

で
あ
る

(後
述
)。
ま

た
、
當
初
阿
闇
世
王
、
為
奉
如
来
、
自
造
宝
花
、
空
及
浬
薬
之
後
、
泣
献
霊
山
之

坐
。
干
時
世
尊
端
坐
、
如
昔
哀
患
誠
心
。
受
花
授
記
、

　
　
　

と
述
べ
、
西
晋

・
法
炬
訳

『阿
闇
世
王
授
決
経
』
に
説
か
れ
る
阿
闇
世
王
が
記
を

授
か

っ
た
事
跡
を
紹
介
す
る
。
阿
閣
世
王
は
釈
迦
を
供
養
し
よ
う
と
宝
花
を
作

っ

て
霊
鷲
山
に
詣

で
た
と
こ
ろ
、
す

で
に
釈
迦
は
入
滅
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
仏
が

現
れ
て
記
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

式
文
第
六

「
述
宝
塔
利
益
」
に
お

い
て
、

如
来
将
説
心
地
観
。
万
字
胸
間
、
放
大
光
明
、
名
之
諸
菩
薩
不
退
転
。
釈
迦

如
来
初
発
心
来
、
三
僧
祇
劫
無
数
難
行
、

一
代
八
相
種
々
化
儀
、
乃
至
滅
後

八
宝
塔
、
其
光
之
中
怨
然
影
現
。
老
目闇
堀
山
般
若
塔
者
、
是
其

一
也
。
所
謂

説
大
般
若
法
花

一
乗
心
地
観
経
等
大
乗
之
地
、
如
来
滅
後
、
起
立
其
塔
也
。

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
心
地
観

』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
釈
迦
が
胸
の
万
字

か
ら
大
光
明
を
発
し
て
、
八
相
の
化
儀
や
滅
後
の
八
宝
塔
を
現
し
た
が
、
老
目
閣
堀

山

の
般
若
塔
は
八
宝
塔

の

一
つ
で
あ
り
、
『
大
般
若
経
』
『法
華
経
』
『
一
乗
心
地

観
経
』
な
ど
の
大
乗
経
典
を
説
い
た
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
塔
で
あ
る
と
い
う
。

『心
地
観
』
『
一
乗
心
地
観
経
』
と
は
唐

・
般
若
訳

『大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
こ

　
ぬ
　

と
で
、
こ
の
事
跡
は

『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻

一
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

此
光
中
影
現
如
來
不
可
思
議
八
大
寳
塔
。
拘
娑
羅
國
浮
飯
王
宮
生
庭
寳
塔
。

摩
伽
陀
國
伽
邪
城
邊
菩
提
樹
下
成
佛
寳
塔
。
波
羅
奈
國
鹿
野
園
中
初
轄
法
輪

度
人
寳
塔
。
舎
衛
國
中
給
孤
猫
園
與
諸
外
道
六
月
論
議
得

一
切
智
聲
名
寳
塔
。

安
達
羅
國
曲
女
城
邊
昇
初
利
天
爲
母
説
法
共
梵
天
王
及
天
帝
繹
十
二
萬
衆
從

三
十
三
天
現
三
道
寳
階
下
閻
浮
時
神
異
寳
塔
。
摩
端
陀
國
王
舎
城
邊
書
閣
堀

山
説
大
般
若
法
華

一
乗
心
地
纒
等
大
乗
寳
塔
。
毘
舎
離
國
蕎
羅
衛
林
維
摩
長

者
不
可
思
議
現
疾
寳
塔
。
拘
　
那
國
祓
提
河
邊
。
娑
羅
林
中
圓
寂
寳
塔
。
如

是
八
塔
大
聖
化
儀
。
人
天
有
情
所
鋸
依
庭
。
供
養
恭
敬
爲
成
佛
因
。

　お
　

と
述

べ
ら
れ
、
ま
た
続
く
偶
の
中
に
も
、

又
此
光
中
現
八
塔

皆
是
衆
生
良
福
田

浮
飯
王
宮
生
庭
塔

菩
提
樹
下
成
佛
塔

鹿
野
園
中
法
輪
塔

給
孤
猫
園
名
稻
塔

曲
女
城
邊
寳
階
塔

老
日闇
堀
山
般
若
塔

蕎
羅
衛
林
維
摩
塔

娑
羅
林
中
圓
寂
塔

如
是
世
尊
八
寳
塔

諸
天
龍
神
常
供
養

金
剛
密
跡
四
天
王

書
夜
護
持
恒
不
離

若
造
八
塔
而
供
養

現
身
福
壽
自
延
長

増
長
智
慧
衆
所
尊

世
出
世
願
皆
圓
滞

若
人
禮
舞
及
心
念

如
是
八
塔
不
思
議

と
説
か
れ
て
い
る
。
釈
迦
が
老
日閣
堀
山

で
説
法
し
て
い
る
と
き
に
、
大
光
明
を
発

し
て
、
八
相

(仏
伝
)
や
八
大
宝
塔
を
出
現
さ
せ
た
と
い
う
。
講
式
に
お
い
て
は
、

八
大
宝
塔
の
う
ち
般
若
塔
が
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
あ

っ
た
が
、
経
典
に
は
す
べ
て

が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
文
を
根
拠
と
し
て
、

如
来
塔
廟
、
滅
後
無
量
功
徳
最
上
。
不
如
八
塔
。
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と
述

べ
、
八
塔

に
は
無
量
の
功
徳
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
八
塔

(八
大
宝
塔
、
八
大
霊
塔
)
は
、
明
恵
の

『
十
無
尽
院
舎
利
講

式
』
や

『
四
座
講
式
』
の
う
ち
の

『
遺
跡
講
式
』
の
な
か
に
八
塔
す
べ
て
が
紹
介

ハめ
　

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
遺
跡
講
式
』
に
よ
る
と
、

浄
飯
王
宮
生
処
塔

菩
提
樹
下
成
仏
塔

荒

(鹿
)
野
薗
中
法
輪
塔

給
孤
独
園
名
称
塔

林

(曲
)
如
城
辺
宝
階
塔

老
日
閣
堀
山
般
若
塔

庵
羅
衛
林
維
摩
塔

沙
羅
林
中
圓
乎

(寂
)
塔

と
あ
り
、
『大
乗
本
生
心
地
観
経
』

巻

一
に
お
け
る
偶
に
説
か
れ
た
八
塔
と
全
く

一
致
す
る
。
八
塔
と
は
、
釈
迦
が
奇
瑞
を
起
こ
し
た
場
所
に
建

て
ら
れ
た
塔
を
八

ヵ
所
選
ん
で
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
カ
ピ
ラ
ヴ

ァ
ス
ト
ゥ

(
ル
ン
ビ

ニ
ー
)
の

生
処
塔
、
ブ

ッ
ダ
ガ
ヤ
の
成
仏
塔
、

ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
の
鹿
野
園
の
法
輪
塔
、

コ
ー
サ
ラ
国

シ
ュ
ラ
ー
ヴ

ァ
ス
テ
ィ
ー

(舎
衛
城
)

の
給
孤
独
園
の
名
称
塔
、
サ

ン
カ
ー
シ
ャ
の
曲
如

(女
)
城
の
宝
階
塔
、

マ
ガ
ダ
国
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ

(王
舎

城
)
の
老
日闊
堀
山

の
般
若
塔
、
ヴ

ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
維
摩
塔
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の

円
寂
塔
と
な
る
。

　
り
　

貞
慶

・
明
恵
と
も
に
八
塔
信
仰
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
貞
慶

は
八
塔
の
う
ち

で
も
特
に
霊
鷲
山
を
重
視
し
て

『欣
求
霊
山
講
式
』
を
作
り
、
霊

山
会
を
行

っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

四
こ
れ
ま
で

『仏
生
会
講
式
』
を
出
発
点
と
し
て
い
く

つ
か
の
講
式
を
取
り
あ
げ
、

仏
伝
の
記
事
を
述
べ
た
。
以
下

で
は
、
こ
れ
ら
の
講
式
と
仏
伝
図
と
の
関
係
を
考

え
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
、
『仏
生
会
講
式
』
と
仏
伝
図
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
言
う
ま

で
も
な
く

『
仏
生
会
講
式
』
は
、
仏
生
会
を
行
う
と
き
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ

　
　
　

る
。
大
乗
寺

の

『
仏
生
会
講
式
』

に
は
、

仏
伝
図
と
講
式

荘
厳
道
場
、
正
面
安
置
誕
生
像
。

と
あ
る
の
で
、
仏
生
会
に
お
い
て
は
誕
生
釈
迦
仏
が
正
式
な
本
尊
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仏
生
会
に
は

一
般
的
に
は
彫
像
と
し
て
の
誕
生
釈
迦

仏
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
が
、
和
歌
山

・
金
剛
峯
寺
に
は
鎌
倉
時
代
に
制

　　

作
さ
れ
た
釈
迦
誕
生
図
が
あ
り
、
す
で
に
泉
武
夫
氏

に
よ
り

『
仏
生
会
講
式
』
と

の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
画
像
は
、
画
面
中
央
に
誕
生
釈
迦
仏
と
同
じ

姿

の
釈
迦
像
が
描
か
れ
、
そ
の
周
囲
に
誕
生
時
に
起

こ
っ
た
奇
瑞
が
合
わ
せ
て
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
画
像
に
は
、
摩
耶
夫
人
の
右
脇
か
ら
誕
生
す
る
場
面
は
描
か

れ
ず
、
獅
子
吼
す
る
誕
生
釈
迦
仏
に
二
龍
が
灌
水
す
る
情
景
が
大
き
く
描
か
れ
て

い
る
。
先
に
見
た
と
お
り
、
『仏
生
会
講
式
』

に
お
い
て
は
、
二
龍
灌
水
の
情
景

が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
講
式
と
画
像
は
密
接
に
結
び

つ
い
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仏
生
会
の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
て
良
い
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
仏
生
会
講
式
』
に
は
誕
生
だ
け
で
は
な
く
、
初
説
法
ま
で

の
釈
迦
の
半
生
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
釈
迦
八
相
図
や
仏
伝
浬
葉
図
な
ど
の
画
像

が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
画
像
と
講
式

の
関
係
も

検
討
し
て
み
る
価
値
は
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
三
重

・
大
福
田
寺
に
あ
る
釈
迦
八
相
成

道
図
は
、

一
画
面
の
な
か
に
仏
伝
の
諸
場
面
が
均
等
に
配
置
さ
れ
て
描
か
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
例
に
於
い
て
は
、
画
面
の
中
央
や
や
下
方
に
、
誕
生
釈

迦
仏
と
二
龍
灌
水
の
場
面
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
降
魔
、
さ
ら
に
中
央
上
端
に
説

法

の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
福
田
寺
本
は
、
諸
場
面
は
均
等
な
扱
い
で
は
あ

る
が
、
描
か
れ
る
位
置
に
よ

っ
て
場
面
に
与
え
ら
れ
た
重
要
性
の
差
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
『仏
生
会
講
式
』

の
本
文
は
必
ず
し
も
釈
迦
八
相
図

の
場
面
を

詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
中
央

の
場
面
の
並
び

方
は
、
『仏
生
会
講
式
』

に
お
け
る
釈
迦
誕
生
の
と
ら
え
方
を
よ
く
反
映
さ
せ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
福
田
寺
本
が
仏
生
会
の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能

性
は
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
い
え
る
。

釈
迦
八
相
図
は
、
大
福
田
寺
本
の
ほ
か
に
も
、
京
都

・
個
人
蔵
本

(
一
幅
完
結
)、
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仏
伝
図
と
講
式

滋
賀

・
常
楽
寺
本

(七
幅
)
、
広
島

・
持
光
寺
本

(八
幅
)
な
ど
多
数
あ
る
。

こ

れ
ら
の
釈
迦
八
相
図
が
ど
の
よ
う
な
目
的

で
使
用
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
そ
の

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
仏
生
会
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
の
誕
生
釈
迦
仏
は
、
右
手
を
挙
げ
左
手
を
下
ろ
し

「天
上
天
下
唯
我
独
尊
」

と
獅
子
吼
す
る
姿
に
表
す
こ
と
が

一
般
的

で
あ
る
。

こ
の
獅
子
吼
は
、
釈
迦
が
成

長
し
た
後
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
釈

迦
八
相
図
は
そ
の
偉
業
を
示
す
の
に
都
合
が
よ
い
も
の
で
あ
る
。
釈
迦
が
摩
耶
夫

人
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ
た
場
面
よ
り
も
、
獅
子
吼
す
る
場
面

の
方
が
救
済
者
と
し

て
の
役
割
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
釈
迦
八
相
図
は
、
誕
生
釈
迦
仏
と
有
機
的

に
結

び

つ
い
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
静
岡

・
M
O
A
美
術
館

の
釈

迦
八
相
図

(四
幅
)
は
、
も
と
も
と
仏
伝
浬
葉
図
の
左
右
辺

の
区
画
が
切
り
離
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
仏
生
会
講

式
』
と
対
比
し
て
み
る
と
、
場
面
選
択
は
ほ

ぼ

一
致
す
る
。
釈
迦
八
相
図
の
な
か

に
は
四
門
出
遊
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
が
、

『仏
生
会
講
式
』
に
説
か
れ
た
遊
楽

の

一
情
景
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら

　れ
　

れ
る
。
仏
伝
浬
葉
図
は
、
福
井

・
劔
神
社
本
を
始
め
と
し
て
多
数
伝
わ

っ
て
い
る

が
、
少
な
く
と
も
剣
神
社
本
や
鹿
児
島

・
龍
巌
寺
本
、
東
京
国
立
博
物
館
本
、
兵

庫

・
高
蔵
寺
本
な
ど
の
仏
伝
浬
薬
図

の
周
縁
に
描
か
れ
た
仏
伝
図
は
、
場
面
選
択

の
点
で

『仏
生
会
講
式
』
の
仏
伝
と

ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。

劔
神
社
本

に
は
、
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た
明
恵
の

『浬
葉
講
式
』
が
附
属
し

て
伝
わ

っ
て
お
り
、
浬
葉
会
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
鹿
児
島

・

龍
巌
寺
本
は
、
中
央
が
浬
葉
図
で
な
く
浬
葉
変
相
図
で
あ
り
、

や
は
り
明
恵

の

『
浬
葉
講
式
』
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
仏
伝
浬
葉
図
は
中
央
に
大
き
く

浬
葉
図
が
表
さ
れ
て
い
る
以
上
、
浬
葉
会
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　ぬ
　

明
恵
の

『
浬
葉
講
式
』
に
は

凡
如
来

一
代
八
十
箇
年
。
迦
章
誕
生
、
伽
耶
成
道
、
鷲
峯
説
法
、
双
林
入
滅
。

と
い
う
よ
う
に
、
簡
潔
に
釈
迦
の
四
相
を
示
す
の
み
で
、
具
体
的
な
仏
伝

の
記
述

は
な
い
。
浬
葉
図
に
仏
伝
図
が
必
要
と
な

っ
た
理
由
は

『
浬
葉
講
式
』
か
ら
は
う

か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
浬
葉
図

に
仏
伝
図
が
付
加
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は

何
ら
か
の
他
の
要
因
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
不
明
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
小
論
に
於
い
て
も
う
ひ
と

つ
の
仮
説

を
提
示
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
は
仏
生
会
に
お
い
て
、
本
尊
画
像
と
し
て
、

あ
る
い
は
本
尊
の
誕
生
釈
迦
仏
と
有
機
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
釈
迦
八
相
図
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
仏
生
会
は
浬
葉
会
と

一
組
の
法
会

で
あ
り
、
や
が
て
く

る
浬
葉
会
を
視
野
に
入
れ
て
行
わ
れ
た
法
会
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
仏

生
会
で
釈
迦
八
相
図
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
次
第
に
浬
葉

会
に
お
い
て
も
釈
迦
八
相
図
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
浬

葉
会
で
釈
迦
八
相
図
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

一
画
面
に
浬

葉
図
と
仏
伝
図
を
合
わ
せ
描
く
と
い
う
発
想
が
自
然
に
生
ま
れ
て
来
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
浬
藥
図
に
仏
伝
図
が
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
仏
生
会

・
浬
葉
会
の
実
施
法
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

次
に
、
『欣
求
霊
山
講
式
』

に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
。
『欣
求
霊
山
講
式
』
は

霊
山
会
を
行
う
と
き
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
霊
山
会
の
本
尊
画
と
さ
れ

る
も
の
は
確
実
に
は
伝
わ
ら
な
い
。
『欣
求
霊
山
講
式
』
の
記
述
を
考
慮
す
る
と
、

そ
の
本
尊
画
像
は
釈
迦
が
霊
鷲
山
に
お
い
て
大
乗
経
典
を
説
法
し
て
い
る
情
景
を

描
い
た
も
の
で
、
般
若
塔
の
ご
と
き
塔
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
推
定
が
成

り
立

つ
。
近
年
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

の
釈
迦
霊
鷲
山

　　
　

説
法
図
は
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
画
像
と
い
え
る
。
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
は
、
こ

の
他
に
滋
賀

・
常
楽
寺
、
広
島

・
持
光
寺
の
釈
迦
八
相
図
の
う
ち
の

一
幅
に
見
ら

れ
る
。
い
ず
れ
も
山
岳
風
景
が
大
き
く
描
か
れ
、
山
中
に
塔
も
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
塔
は
先
に
述
べ
た
釈
迦

の
八
塔
で
は
な
く
、
『
大
唐
西
域
記
』

に
説
か
れ
る

　お
　

「下
乗
」
と

「退
凡
」
と
呼
ば
れ
る
卒
塔
婆

で
あ
る
。
『欣
求
霊
山
講
式
』

に
は
、

仏
伝
の
中
の
霊
鷲
山
を
舞
台
と
し
た
釈
迦
の
活
動
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
生
涯
全

体
が
直
接
説
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
釈
迦
滅
後
建
立
の
八
塔
を
通
し
て
の
仏
伝

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
『大
般
若
経
』
『
法
華
経
』
を
は
じ
め
と
し
た
大

乗
経
典
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
京
都

・
海
住
山
寺
の
法
華
経
曼
茶
羅
が
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該
当
す
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
作
品
に
於
い
て
は
、
法
華
七
喩
の
よ
う
な
説
話

的
場
面
は
描
か
れ
ず
、
釈
迦
が

『
法
華
経
』
を
説
く
際
に
お
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
奇

瑞
が
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
経
』

の
内
容
を
描
い
た
も
の
と
い
う

よ
り
は
、
釈
迦
が

『法
華
経
』
を
説
く
場
面
を
強
調
し
て
描
い
た
も
の
と
い
え
る
。

法
華
経
変
相
図
と
い
う
よ
り
は
、
霊
鷲
山
釈
迦
説
法
図
の
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

考
え
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
海
住
山
寺
は
承
元
二
年

(
一
二
〇
八
)
に
貞
慶

に
よ
り
復
興
さ
れ

て
お
り
、

こ
の
法
華
経
曼
茶
羅
は
貞
慶
に
よ
る
霊
山
会

の
本
尊

　ム
　

と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
釈
迦
八
相
図
が

霊
山
会
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
可
能
性
は

低

い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
不
十
分
な
と

こ
ろ
が
多
々
あ
る
が
、
本
小
論

に
お
い
て
は
、
明
恵

の

『仏
生
会
講
式
』
を
出
発
点
と
し

て
、

仏
伝
図
と
講
式
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き

た
。
仏
伝
に
関
す
る
講
式
と
し
て
は
、
本
論
で
取
り
あ
げ
た

『欣
求
霊
山
講
式
』

『遺
跡
講
式
』

の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
者

に
よ
る

『舎
利
講
式
』
が
多
数

あ
り
、
仏
伝
図

・
浬
薬
図
と
の
関
係
を
さ
ら
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
に

源
信
か
ら
貞
慶

・
明
恵
に
至
る
期
間

の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
釈
迦
信
仰
は
、
弥
勒
信
仰
や
阿
弥
陀
信
仰
と
関
係
し

つ
つ
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
他

の
仏
菩
薩
に
関
す
る
講
式
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
講
式

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
漢
訳
経
典
や
論
疏
を
参
照
し
て
編
纂
さ
れ
る
が
、
仏
教
美
術
も

同
様
の
典
拠
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
具
体
的

に
こ
れ

ら
法
会

・
講
式

・
本
尊

の
相
関
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
美
術
作
品
の
成
立

の
解
明

に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

注
(1
)

一
般
的
に
は

「八
相
浬
葉
図
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
紛
ら
わ
し

い
用
語
な

の
で
、
「浬
薬
変
相
図
」

と
す
る
。
渡
邉
里
志

「仏
伝
浬
葉
図
に
お

け
る
図
像
と
画
面
構
成
i
仏
伝
図
と
浬
葉
図
の
出
会
い
ー
」
(宮
治
昭
先
生
献

仏
伝
図
と
講
式

呈
論
文
集
編
集
委
員
会
編

『
汎
ア
ジ
ア
の
仏
教
美
術
』
所
収
、
二
〇
〇
七
年
、

中
央
公
論
美
術
出
版
)
参
照
。

(
2
)
山
田
昭
全

「仏
教
と
絵
解
き

講
式
を
め
ぐ

っ
て
」
(『国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』
四
七
巻

=

号
、

一
九
八
二
年
)、
奈
良
国
立
博
物
館

『特
別
陳
列

講

式
1
ほ
と
け

へ
の
讃
嘆
1
』
図
録

(
一
九
八
五
年
二
月
)、
山
田
昭
全

「
講
式
ー

そ
の
成
立
と
展
開
」
(『仏
教
文
学
講
座

第
八
巻

唱
導
の
文
学
』
所
収
、
勉

誠
社
、

一
九
九
五
年
三
月
)
。

(
3
)
梶
谷
亮
治

「
総
論

我
が
国
に
お
け
る
仏
教
説
話
絵

の
展
開
」
(奈
良
国

立
博
物
館
編

『
仏
教
説
話
の
美
術
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
六
年
)、

谷
口
耕
生

「新
薬
師
寺
所
蔵
仏
浬
葉
図
考

ー
中
世
南
都
の
浬
葉
儀
礼
及
び
舎
利

信
仰
と
の
関
係
を
中
心
に
ー
」
(『仏
教
芸
術
』
第
二
五

一
号
、
二
〇
〇
〇
年
)。

(
4
)
山
田
昭
全

・
一
九
八
二
年
文
献

に
お
い
て
、
す
で
に

『仏
生
会
講
式
』
と

本
尊
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

(5
)
渡
會
正
純

「大
乗
寺
蔵

「
仏
生
会
講
式
」
に
つ
い
て
」
(『曹
洞
宗
研
究
員

研
究
生
研
究
紀
要
』
第

一
四
号
、

一
九
八
二
年
)
、

ニ
ー
ル
ス

・
グ

ユ
ル
ベ
ル

ク

「
明
恵
作

『仏
生
会
講
式
』
に
つ
い
て
」
(『
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年

報
』
第

一
七
号
、

一
九
九
五
年
)。

(
6
)
以
下
、
原
文
は
主
に
ニ
ー
ル
ス
・
グ

ユ
ル
ベ
ル
ク
氏
文
献
か
ら
引
用
し
た
。

な
お
、
旧
漢
字
は
新
字

に
直
し
、
句
読
点
の
み
を
付
し
て
、
送
り
が
な
は
省
略

し
た
。

(
7
)
『
明
恵
上
人
資
料
第

一
』
(東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七

一
年
)
所
収
。

(
8
)
大
正
蔵
第
九
巻
六
二
八
頁
中
二
〇
～
二
二

(
9
)
山
田
昭
全

・
清
水
宥
聖
編

『貞
慶
講
式
集
』

(山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇

〇
年
)、

一
二

一
～

一
四
二
頁

(本
文
)、
三
〇
〇
～
三
〇
四
頁

(解
題
)
。

(10
)
東
大
寺
僧

・
宗
性
に
よ
る

『讃
仏
乗
抄
第
八
』

に
般
若
台
の
敬
白
文
が
掲

載
さ
れ

て
い
る
。
『
校
刊
美
術
資
料

寺
院
篇

下
巻
』
所
収
、
中
央
公
論
美

術
出
版
、

一
九
七
六
年
。

(11
)
『宋
高
僧
伝
』
所
収
。
大
正
蔵
第
五
〇
巻
七

一
四
頁
下
。
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仏
伝
図
と
講
式

(12
)
大
正
蔵
第

一
五
巻
六
八
〇
～
六
八

一
頁
。

(
13
)
大
正
蔵
第

一
四
巻
七
七
八
頁
上
。

(
14
)
大
正
蔵
第
三
巻
二
九
四
頁
上
～
中
。

(
15
)
大
正
蔵
第
三
巻
二
九
六
頁
上
。

(
16
)
大
正
蔵
第
八
四
巻
九
〇
三
頁
下
。

(
17
)
源
信
が

『
八
塔
和
讃
』
を
作

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
文
章

は
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
ま
た
源
信

は
華
台
院
迎
講
と
並
ん
で
霊
山
院
釈
迦
講
を

行

っ
て
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ

て
お
り
、

こ
れ
ら

の
信
仰
は
源
信
以
来
の
伝

統
を
受
け
継

い
で
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
源
信
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
は
、

講
式

・
和
讃

の
観
点
か
ら
さ
ら
に
旦
ハ体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
今
後

の
大
き
な
課
題
と

い
え

る
。
八
大
霊
塔
に

つ
い
て
は
、
梶
谷
亮
治

「仏
伝
図
の
展
開
i
仏
教
説
話
絵

の
表
現
と
テ
キ
ス
ト
」
(『
日
本
美
術
全
集

第
九
巻

縁
起
絵
と
似
絵

鎌
倉

の
絵
画

・
工
芸
』
所
収
、
講
談
社
、

一
九
九

三
年
)
及
び
同
氏
前
掲
論
文
に
言
及
が
あ
る
。

(
18
)
渡
會
正
純
氏
前
掲
書
。

(
19
)
泉
武
夫

「
円
通
寺
蔵

「釈
迦
誕
生
図
」
に

つ
い
て
」

(『大
阪
市
立
美
術
館

紀
要
』
第
四
号
、

一
九
八
四
年
)
。
『
仏
画
の
造
形
』

(中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
九
五
年
)
に
再
録
。

(
20
)
渡
邉
里
志
前
掲
論
文
参
照
。

(
21
)
大
正
蔵
第
八
四
巻
八
九
八
頁
中
。

(22
)
中
島
博

「
霊
鷲
山

へ
の
道
ー
奈
良
国
立
博
物
館
蔵

「釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」

を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(『奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雑
集
』
第
九
号
、
二

〇
〇
七
年
)
、
増
記
隆
介

「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」
(『
国
華
』
第

=
三
ハ
○
号
、

二
〇
〇
九
年
)。

(
23
)
渡
邉
里
志

「平
等
院
鳳
鳳
堂
仏
後
壁
前
面
画

の
主
題

1

「
釈
迦
八
相
」
と

し
て
の
解
釈

の
可
能
性
i
」
(『美
術
史
』
第

一
六
二
号
、
二
〇
〇
七
年
)
三
六

六
～
三
六
七
頁
。

(24
)
貞
慶
に
は

『
法
華
講
式
』
が
あ
る
が
、
そ
の
式
文
第
五
段
に

「
柳
造
微
小

之
塔
形
、
敬
為
道
場
之
本
尊
。
」
と
あ
り
、
塔
を
本
尊
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
『法
華
講
式
』
と
法
華
経
曼
茶
羅
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
貞
慶
の
法

華
経
信
仰
と
関
連
づ
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(本
学
准
教
授
)
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